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 要  旨 
 研究の目的 
    歯車は機械を構成している基本的な要素の一つであり，主に動力伝達の手
段として用いられ，その伝達能力の高さから様々な機械に利用されている．
現在，動力伝達用歯車の大部分は浸炭焼入れ歯車が使用されている．浸炭
焼入れ歯車は歯面強度によりその強度が規定されており，歯面強度を高め
られれば歯車の許容伝達動力を高められることになる．よって，現在歯車
工業界では歯面強度を高めることが課題である．また，歯車の損傷の中で
も重要視されているピッチング・スポーリングについては不明な点が多く，
長時間にわたる実験を必要とするため実験結果が少ない．  
    本研究では，歯面強度向上を目的として，歯形の修整量，精度，熱処理及
び，表面処理が歯面強度及び，摩耗に及ぼす影響を調べた．精度について
は，通常のJIS4～5級程度の歯車の他にJIS0～1級程度に仕上げた歯車を使
用し，歯面強度及び，摩耗特性を調べた．また，熱処理については，通常
の浸炭焼入れの他に，プラズマ浸炭焼入れ処理を施した歯車の歯面強度及
び摩耗特性を調べた．表面処理については，バレル研磨処理(1)(2)，二硫化
モリブデン処理(3)及びWPC処理を取り上げた． 
また，はすば歯車についても実験を行った．はすば歯車の歯形修整は，
歯先修整や歯元修整の他にバイアス修整がある．バイアス修整に関する報
告は振動や修整法などがあるが，歯面強度に関する報告は少ない．このた
め，バイアスアウト修整をはすば歯車に施し実験を行った． 
 
研究結果 
(1).平歯車では，歯先修整量をある一定以上大きく施しても歯面強度にほ
とんど影響を及ぼさない．また，歯形精度JIS4～5級程度以上では歯形
精度は歯面強度にほとんど影響を及ぼさない． 
   (2).歯すじ誤差形状は，歯面強度に大きな影響を与える．従って，歯車は
歯形誤差形状だけではなく，歯すじ誤差形状（クラウニング）の管理
も重要である． 
   (3).バイアスアウト修整歯車のSN曲線の傾きは，標準インボリュートの場
合と一致しない．また，バイアスアウト修整歯車の比摩耗量は標準イ
ンボリュート歯車の場合より低い． 
   (4).バイアスアウト修整において，二硫化モリブデン処理は歯面強度を若
干向上させる．しかし，二硫化モリブデン処理の摩耗特性は研削のみ
の場合より悪い． 
   (5).はすば歯車は歯幅の影響が大きいので，歯幅を変えて試験を行う必要
がある． 
 
